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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年9月30日(2021.9.30)

【公表番号】特表2020-532961(P2020-532961A)
【公表日】令和2年11月19日(2020.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2020-047
【出願番号】特願2020-508506(P2020-508506)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/115    (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/11     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/31     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/115    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/12     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/11     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/31     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月12日(2021.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目的のタンパク質をコードするヌクレオチドに対して３’に位置するポリアデニル化（
ポリＡ）テールをコードするヌクレオチドを含むＤＮＡであって、
　前記ポリＡテールが、少なくとも８個の連続するアデニン（Ａ）ヌクレオチドの第１の
ホモポリマー配列と、１個以上の非アデニン（Ａ）ヌクレオチドを含む中断配列とを含む
、
前記ＤＮＡ。
【請求項２】
　前記中断配列の後に第２のホモポリマー配列を含む、請求項１に記載のＤＮＡ。
【請求項３】
　前記ポリＡテールが、少なくとも８個の連続するアデニン（Ａ）ヌクレオチドの３個以
上のホモポリマー配列を含む、請求項１または２に記載のＤＮＡ。
【請求項４】
　前記第１または以降のホモポリマー配列が、少なくとも１０、１５、２０、２５、３０
、３５、または４０個の連続するアデニンヌクレオチドを含む、請求項１または２に記載
のＤＮＡ。
【請求項５】
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　前記１個以上の非アデニンヌクレオチドが、アデニンヌクレオチドのみを含有する類似
または同じ長さの３’テールを含むＤＮＡにおいて起こる損失と比較して、ＤＮＡ複製中
の１個以上のアデニンヌクレオチドの損失を防止する、請求項１～４のいずれか１項に記
載のＤＮＡ。
【請求項６】
　前記１個以上の非アデニンヌクレオチドが、ポリ（Ａ）結合タンパク質が一続きの連続
するアデニンヌクレオチドに結合することができるように、前記連続するアデニンヌクレ
オチドを中断するように配置される、請求項１～４のいずれか１項に記載のＤＮＡ。
【請求項７】
　前記ポリＡテールが、少なくとも５０個の総アデニンヌクレオチドを含む、請求項１～
６のいずれか１項に記載のＤＮＡ。
【請求項８】
　前記ポリＡテールが、４０～１０００個、４０～９００個、４０～８００個、４０～７
００個、４０～６００個、４０～５００個、４０～４００個、４０～３００個、４０～２
００個、または４０～１００個の総アデニンヌクレオチドを含む、請求項１～６のいずれ
か１項に記載のＤＮＡ。
【請求項９】
　前記中断配列が、１個の非アデニンヌクレオチド、または１個の連続する一続きの２～
１０個の非アデニンヌクレオチドを含む、請求項１～８のいずれか１項に記載のＤＮＡ。
【請求項１０】
　前記中断配列が、１個の非アデニンヌクレオチド、または２個以上の非アデニンヌクレ
オチドを包含する１個の連続する一続きの２～１０個のヌクレオチドを含む、請求項１～
８のいずれか１項に記載のＤＮＡ。
【請求項１１】
　前記非アデニンヌクレオチド（複数可）が、少なくとも８、９、１０、１１、または１
２個の連続するアデニンヌクレオチドの後に位置する、請求項９または１０に記載のＤＮ
Ａ。
【請求項１２】
　前記第１のホモポリマー配列が、８～５０個の連続するアデニンヌクレオチドを含む、
請求項１～１１のいずれか１項に記載のＤＮＡ。
【請求項１３】
　前記中断配列が、トリヌクレオチド、ジヌクレオチド、またはモノヌクレオチドの中断
配列である、請求項１～１２のいずれか一項に記載のＤＮＡ。
【請求項１４】
　前記ポリＡテールが、８～５０個の連続するアデニンヌクレオチドごとに、１個の非ア
デニンヌクレオチド、または１個の連続する一続きの２～１０個の非アデニンヌクレオチ
ドを含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載のＤＮＡ。
【請求項１５】
　前記ポリＡテールが、８～５０個の連続するアデニンヌクレオチドごとに、１、２、３
、４、または５個の連続する非アデニンヌクレオチドを含む、請求項１～１４のいずれか
に記載のＤＮＡ。
【請求項１６】
　前記ポリＡテールが、２個以上の非アデニンヌクレオチドまたは２個以上の連続する一
続きの２～１０個の非アデニンヌクレオチドを含む、請求項１～１５のいずれか一項に記
載のＤＮＡ。
【請求項１７】
　前記ポリＡテールが、１２、１６、２５、３０、または３９個の連続するアデニンヌク
レオチドごとに、１個の非アデニンヌクレオチド、または２、３、４、もしくは５個の連
続する非アデニンヌクレオチドを含む、請求項１～１６のいずれかに記載のＤＮＡ。
【請求項１８】



(3) JP 2020-532961 A5 2021.9.30

　前記非アデニンヌクレオチドが、グアニン、シトシン、およびチミンから選択される、
請求項１～１７のいずれかに記載のＤＮＡ。
【請求項１９】
　ａ．グアニンおよびチミンヌクレオチド、
　ｂ．グアニンおよびシトシンヌクレオチド、
　ｃ．チミンおよびシトシンヌクレオチド、および
　ｄ．グアニン、チミンおよびシトシンヌクレオチドから選択される、２個以上の非アデ
ニンヌクレオチドを含む、請求項１８に記載のＤＮＡ。
【請求項２０】
　前記非アデニンヌクレオチドが、グアニン、シトシン、およびチミンから選択される１
個の非アデニンヌクレオチドからなる、請求項１～１９のいずれかに記載のＤＮＡ。
【請求項２１】
　前記非アデニンヌクレオチドが、グアニン、シトシン、およびチミンのうちの１個以上
から選択される２個の非アデニンヌクレオチドを含む、請求項１～１９のいずれかに記載
のＤＮＡ。
【請求項２２】
　前記非アデニンヌクレオチドが、グアニン、シトシン、およびチミンのうちの１個以上
から選択される３個の非アデニンヌクレオチドを含む、請求項１～１９のいずれかに記載
のＤＮＡ。
【請求項２３】
　前記アデニンヌクレオチドが、アデノシン一リン酸である、請求項１～２２のいずれか
に記載のＤＮＡ。
【請求項２４】
　前記タンパク質が、治療用タンパク質である、請求項１～２３のいずれかに記載のＤＮ
Ａ。
【請求項２５】
　前記タンパク質が、サイトカイン、ケモカイン、増殖因子、ＲＮＡガイド型ヌクレアー
ゼ、クラス２　ＣＲＩＳＰＲ関連Ｃａｓエンドヌクレアーゼ、Ｃａｓ９、または修飾Ｃａ
ｓ９である、請求項２４に記載のＤＮＡ。
【請求項２６】
　請求項１～２５のいずれか一項に記載のＤＮＡによりコードされるｍＲＮＡ。
【請求項２７】
　前記ＤＮＡがベクター内にある、請求項１～２６のいずれかに記載のＤＮＡ。
【請求項２８】
　請求項２７に記載のＤＮＡベクターからｍＲＮＡを産生する方法であって、
　ａ．前記ポリＡテールの下流の前記ベクターを直線化すること、
　ｂ．前記直線化されたベクターを変性させること、ならびに
　ｃ．グアニン、シトシン、ウラシル、およびアデニンヌクレオチドの存在下で、前記変
性ＤＮＡをＲＮＡポリメラーゼと接触させること
を含む、前記方法。
【請求項２９】
　病気または障害の治療のための、医薬組成物、薬剤またはキットを製造するための、請
求項１～２５及び２７のいずれか１項に記載のＤＮＡまたは請求項２６に記載のｍＲＮＡ
によりコードされるタンパク質の使用。
【請求項３０】
　請求項１～２５及び２７のいずれか１項に記載のＤＮＡまたは請求項２６に記載のｍＲ
ＮＡによりコードされるタンパク質を含む、病気または障害の治療のための、組成物。


	header
	written-amendment

